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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第147期

第３四半期連結
累計期間

第148期
第３四半期連結
累計期間

第147期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
12月31日

自平成25年
４月１日
至平成25年
12月31日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（千円） 8,902,776 6,528,347 11,452,760

経常利益（千円） 667,406 972,560 1,098,662

四半期（当期）純利益（千円） 391,166 569,769 656,558

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
444,154 835,012 904,739

純資産額（千円） 8,274,926 9,385,801 8,735,474

総資産額（千円） 19,353,587 19,030,522 18,943,097

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
10.61 15.45 17.81

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ― ―

自己資本比率（％） 42.7 49.3 46.1

　

回次
第147期

第３四半期連結
会計期間

第148期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

自平成25年
10月１日
至平成25年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
5.33 6.80

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

 当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、輸出は弱含みであるものの、生産の緩やかな増加、企業収益の改

善、設備投資の非製造業を中心とした持ち直し、個人消費の持ち直しなど、景気は緩やかに回復しつつある状況で

推移しました。

　このような情勢の下で、当社グループは平成24年4月をスタートとする三ヶ年経営計画を策定し、長期的・持続

的成長を目指して諸施策に取り組んでまいりました。

　当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は65億28百万円（前年同四半期比26.7％減）、営業利

益は７億12百万円（前年同四半期比25.8％増）、経常利益は為替差益の計上などにより９億72百万円（前年同四半

期比45.7％増）、四半期純利益は５億69百万円（前年同四半期比45.7％増）となりました。

　

セグメント別の業績は次のとおりであります。

（鉄構事業）

　売上高は、完成工事高が減少したことなどにより、56億29百万円（前年同四半期比28.9％減）となりましたが、

営業利益はコストダウンによる利益率の向上などにより、１億76百万円（前年同四半期比２億47百万円改善）とな

りました。

　

（不動産事業）

売上高は、賃貸収入が減少したことにより、８億98百万円（前年同四半期比9.2％減）となり、営業利益も売上の

減少及び営業費用の増加により、５億34百万円（前年同四半期比15.9％減）となりました。　

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 120,000,000

計 120,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年２月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 37,840,000 37,840,000
東京証券取引所

市場第１部

単元株式数

1,000株

計 37,840,000 37,840,000 ─ ─

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年10月１日～

平成25年12月31日
― 37,840,000 ― 1,892,000 ― 1,390,995

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載を

しております。

①【発行済株式】

 平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式     972,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式  36,747,000 36,747 ―

単元未満株式 普通株式     121,000 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 37,840,000 ― ―

総株主の議決権 ― 36,747 ―

　(注)「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。

　　また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)

株式会社石井鐵工所

東京都中央区月島三丁目

26番11号
972,000 ― 972,000 2.57

計 ― 972,000 ― 972,000 2.57
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,597,156 1,477,362

受取手形及び売掛金（純額）
※1 5,226,889 ※1 4,758,862

商品及び製品 30 386

仕掛品 775,392 1,092,703

原材料及び貯蔵品 3,906 3,046

その他 300,152 324,864

流動資産合計 7,903,528 7,657,226

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,812,177 6,617,061

土地 2,025,050 2,017,038

その他（純額） 29,456 162,275

有形固定資産合計 8,866,684 8,796,375

無形固定資産 49,571 48,341

投資その他の資産
※1 2,123,313 ※1 2,528,578

固定資産合計 11,039,569 11,373,295

資産合計 18,943,097 19,030,522

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,103,430 1,916,333

短期借入金 2,500,000 2,100,000

未払法人税等 164,971 90,323

前受金 523,690 549,247

引当金 107,873 74,032

その他 113,484 144,437

流動負債合計 5,513,450 4,874,373

固定負債

繰延税金負債 908,860 1,063,030

退職給付引当金 433,553 464,582

役員退職慰労引当金 202,380 206,840

長期預り保証金 3,149,379 3,035,892

固定負債合計 4,694,173 4,770,346

負債合計 10,207,623 9,644,720
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,892,000 1,892,000

資本剰余金 1,390,995 1,390,995

利益剰余金 5,254,431 5,639,856

自己株式 △161,415 △161,755

株主資本合計 8,376,011 8,761,097

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 348,099 614,570

為替換算調整勘定 4,324 5,995

その他の包括利益累計額合計 352,424 620,566

少数株主持分 7,038 4,138

純資産合計 8,735,474 9,385,801

負債純資産合計 18,943,097 19,030,522
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 8,902,776 6,528,347

売上原価 7,523,932 5,013,089

売上総利益 1,378,843 1,515,257

販売費及び一般管理費 812,543 802,863

営業利益 566,300 712,393

営業外収益

受取利息及び配当金 32,510 50,759

為替差益 101,187 231,508

その他 17,339 20,664

営業外収益合計 151,037 302,933

営業外費用

支払利息 32,678 27,014

支払手数料 14,275 2,911

その他 2,976 12,840

営業外費用合計 49,931 42,766

経常利益 667,406 972,560

特別損失

固定資産除却損 2,007 89,869

固定資産売却損 2,671 －

投資有価証券評価損 12,607 －

その他 3,000 8,012

特別損失合計 20,286 97,881

税金等調整前四半期純利益 647,119 874,678

法人税、住民税及び事業税 251,016 275,333

法人税等調整額 7,656 32,691

法人税等合計 258,672 308,025

少数株主損益調整前四半期純利益 388,446 566,653

少数株主損失（△） △2,719 △3,116

四半期純利益 391,166 569,769
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 388,446 566,653

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 43,413 266,471

為替換算調整勘定 12,294 1,887

その他の包括利益合計 55,707 268,358

四半期包括利益 444,154 835,012

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 446,355 837,912

少数株主に係る四半期包括利益 △2,201 △2,900
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

流動資産 1,200千円 1,100千円

投資その他の資産 6,660 6,660

２  保証債務

前連結会計年度
（平成25年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

擎邦國際科技工程股份有限公司

（契約履行保証）

210,852千円

(66,950千

ニュー台湾ドル）

擎邦國際科技工程股份有限公司

（契約履行保証等）

280,967千円

(79,940千

ニュー台湾ドル）

a consortium of Ishii Iron Works
Co., Ltd., China National Nanhai
Engineering Co., Ltd. and
Shenzhen Sunshine Engineering &
Design Co., Ltd.
（契約履行保証）

940,100千円

(10,000千
アメリカドル）　

IIW Singapore Pte Ltd
（契約履行保証等)
　

170,170千円

(2,050千
シンガポールドル）

　

IIW Singapore Pte Ltd
（契約履行保証等)
　

155,287千円

(2,050千
シンガポールド

ル）　

　 　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

減価償却費 195,334千円 196,505千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 184,346 5.0 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 184,344 5.0 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

　 鉄構事業 不動産事業 合計
調整額

（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２　

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 7,913,120 989,655　 8,902,776　 ―　 8,902,776　

セグメント間の

内部売上高又は振替高
― ―　 ―　 ―　 ―　

計 7,913,120　 989,655　 8,902,776　 ―　 8,902,776　

セグメント利益又は

損失（△）
△70,107　 635,224　 565,117　 1,182　 566,300　

（注）１.セグメント利益の調整額1,182千円は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

　 鉄構事業 不動産事業 合計
調整額

（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２　

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 5,629,543 898,803　 6,528,347　 ―　 6,528,347　

セグメント間の

内部売上高又は振替高
― ―　 ―　 ―　 ―　

計 5,629,543　 898,803　 6,528,347　 ―　 6,528,347　

セグメント利益 176,994　 534,072　 711,067　 1,326　 712,393　

（注）１.セグメント利益の調整額1,326千円は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 10円61銭 15円45銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 391,166 569,769

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 391,166 569,769

普通株式の期中平均株式数（千株） 36,869 36,867

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年２月７日

株式会社石井鐵工所

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大橋  一生　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山本　秀仁　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社石井鐵
工所の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平
成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連結財
務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期
レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任　
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社石井鐵工所及び連結子会社の平成25年12月31日現在の財政状
態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重
要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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